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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】再発腫瘍と放射線壊死の鑑別における 11C-methionine(MET) PET の診断精度について検討し
た。 
【対象】転移性脳腫瘍（51 例）もしくはグリオーマ（26 例）において放射線治療後に病変部の増大
を認めた症例で、腫瘍の再発と放射線壊死の鑑別のため 11C-MET PET が施行された 77 例（男性 46 例、
女性 31 例 14-83 歳、平均 54.1 歳）を対象とした。 
【方法】77 例に対して行われた計 88 回の 11C-MET PET から、一般に半定量的指標として用いられる
病変部の SUVmean、SUVmax (SUV: Standardized uptake value)と、健側前頭葉灰白質を対照とし病変部
の SUVmean、SUVmaxとの集積比(Lesion versus Normal ratio）である L/Nmean、L/Nmaxの 4つの指標を算
出した。最良の指標とカットオフ値の決定のために receiver-operating-characteristic(ROC)解析
を行った。最終確定診断は、再発腫瘍では全例で病理組織診断に基づいて、放射線壊死では病理組織
診断または臨床経過に基づいて行われた。 
【結果】いずれの指標においても放射線壊死より再発腫瘍の方が高値を示す傾向にあり、グリオーマ
における L/Nmax 以外のすべての指標で統計学的に有意な差であった。ROC 解析の結果、最も有用な指
標は両腫瘍ともに L/Nmean であった。最も診断精度の高いカットオフ値は、転移性脳腫瘍で L/Nmean：
1.41、グリオーマで L/Nmean：1.58 であり、その際の感度と特異度はそれぞれ、転移性脳腫瘍で 79％
と 75％、グリオーマで 75％と 75％であった。 
【結論】SUV や L/N などを用いた半定量的解析は一般化された簡便な方法であり、我々の行った
11C-MET PET による半定量的解析は絶対的な方法ではないものの放射線治療後の再発腫瘍と放射線壊
死との鑑別診断に有用である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 放射線治療後の再発腫瘍と放射線壊死の鑑別における 11C-methionine(MET) PET の診断精度につい
て検討した。 
 対象は、放射線治療後に病変部の増大を認めた脳腫瘍の症例で再発腫瘍と放射線壊死の鑑別のため
11C-MET PET が施行された 77例（転移性脳腫瘍 51 例、グリオーマ 26例；男性 46例、女性 31例 14-83
歳、平均 54.1 歳）である。 
 方法は、77 例に対して行われた計 88 回の 11C-MET PET から、半定量的指標として用いられる病変
部の SUVmean、SUVmax (SUV: Standardized uptake value)と、健側前頭葉灰白質を対照とし病変部の
SUVmean、SUVmaxとの集積比(Lesion versus Normal ratio）である L/Nmean、L/Nmaxの 4 つの指標を算出
し定量的に比較検討した。最良の指標とカットオフ値の決定のために receiver–operating– 
characteristic(ROC)解析を行った。最終確定診断は、再発腫瘍では全例で病理組織診断に基づいて、
放射線壊死では病理組織診断または臨床経過に基づいて行われた。 
 いずれの指標においても放射線壊死より再発腫瘍の方が高値を示す傾向にあり、グリオーマにおけ
る L/Nmax 以外のすべての指標で統計学的に有意な差であった。ROC 解析の結果、最も有用な指標は両
腫瘍ともに L/Nmean であった。最も診断精度の高いカットオフ値は、転移性脳腫瘍で L/Nmean：1.41、
グリオーマで L/Nmean：1.58 であり、その際の感度と特異度はそれぞれ、転移性脳腫瘍で 79％と 75％、
グリオーマで 75％と 75％であった。 
 以上より 11C-MET PET による半定量的解析は絶対的な方法ではないものの放射線治療後の再発腫瘍
と放射線壊死との鑑別診断には有用であることが示された。また、鑑別診断における最も適した半定
量的指標は両腫瘍共に L/Nmeanであることが示唆された。 
 
本論文は、これまで未報告であった再発腫瘍と放射線壊死の鑑別診断における 11C-MET PET の診断精
度について明らかにした研究である。対象症例も多いため信頼性も高く、鑑別診断の際のカットオフ
値を算出したことは臨床上極めて重要な意義を有する。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと判定された。 
